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子 供 達 を 水 難 事 故 か ら 守 っ て や り ま し ょ う ！

夏

場

は

○

痴

漢

○

の

ぞ

き

等

の

発

生

が

多

発

し

ま

す

。

夜

間

は

で

き

る

だ

け

明

る

い

道

を

通

り

、

複

数

人

で

行

動

し

ま

し

ょ

う

。

ま

た

、

就

寝

時

等

に

窓

を

開

け

て

い

る

家

屋

が

散

見

さ

れ

ま

す

。

侵

入

盗

の

被

害

に

遭

う

可

能

性

が

あ

り

ま

す

の

で

、

窓

を

閉

め

施

錠

を

確

実

に

し

て

く

だ

さ

い

。

夏 特 有 の 犯 罪 被 害 に 注 意 ！ ！

百

間

川

橋

日

時
八
月
六
日
（
月
）
か
ら

八
月
十
日
（
金
）
ま
で

午
前
九
時
〜
午
後
四
時

場

所
岡
山
市
富
田
町
一
丁
目
三
番

二
号
鑑
識
科
学
セ
ン
タ
ー
内

（
四
階
会
議
室
）

電

話
（
〇
八
六
）
二
三
四
ー
〇
一
一
〇

内

線

七
〇
一
ー
三
二
五
〜
三
二
七

費
用
は
一
切
不
要
で
、
相
談

内
容
な
ど
の
秘
密
は
厳
守
し
ま

す
。

夏
休
み
は
、
少
年
達
に
と
っ

て
解
放
感
か
ら
万
引
き
等
の
盗

み
、
暴
走
行
為
、
家
出
等
の
非

行
に
走
り
や
す
い
時
期
で
す
。

夏
休
み
を
利
用
し
て
、

◎

親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
多

く
持
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

◎

子
ど
も
に
社
会
の
ル
ー

ル
を
教
え
、
き
ち
ん
と
し

た
生
活
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
る
な
ど
、
親
子
の
絆

を
深
め
ま
し
ょ
う
。

◎

子
供
の
将
来
に
つ
い
て

親
の
経
験
を

話
す
な
ど
、

親
子
の
対
話

を
深
め
ま
し

ょ
う
。
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明
日
の
岡
山
県
の
治
安
を
守
る
正

義
感
あ
ふ
れ
る
、
や
る
気
の
あ
る
若

者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
期
間

七
月
十
一
日
（
月
）
か
ら

八
月
二
十
四
日
（
金
）
ま
で

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
は
、
岡
山
東

警
察
署
又
は
百
間
川
橋
交
番
ま
で
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

〇
一
二
〇
ー
〇
五
五
ー
三
一
四
リ

最

近

百

間

川

橋

交

番

管

内

で

は

、

○

車

に

対

す

る

器

物

損

壊

○

車

上

ね

ら

い

が

多

発

し

て

い

ま

す

。

施

錠

を

確

実

に

し

、

車

内

に

貴

重

品

を

置

か

な

い

よ

う

に

し

ま

し

ょ

う

。

ま
た
、
少
年
達
の
非
行
の
兆

し
は
、
家
庭
、
地
域
等
で
必
ず

見
ら
れ
る
は
ず
で
す
。

非
行
の
兆
し
が
見
え
た
ら
、

◇

親
子
で
原
因
や
解
決
策

を
話
し
合
う

◇

学
校
や
保
護
者
同
士
で

緊
密
な
連
絡
を
取
り
合
う

な
ど
、
早
め
に
措
置
を
し
ま
し

ょ
う
。


